










Relation of Rhythmic Movements and Inner Rhythm 
with emphasis on a Musical Time Pattern 
増山尚美








































フレーズ創作におけるテンポ，拍子， Iフ 表1 創作フレーズのテンポと拍子
レーズあたり所要時間を表1に示した。
フレーズ創作におけるテンポは，平均J= 


















E 調 査 2 
1.方法
































ノーム SQ-55, 440 Hzを用いた。
①J = M.M. 66 遅い
②J=M守M.120 自然な歩行やパーソナルテンポに近い速さ





各試行はSONYCCD -V 90, CCD -V 30の2台のピデオカメラで撮影された後，音楽
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図1 拍子の出現の割合
①J =M.M.184; 4拍子系が87.0% (23試行中20試行）で最も多かった。3拍子系は8.7% 
( 2試行）， 2拍子系は4.3% ( 1試行）であった。
②J = M. M. 120 ; 4拍子系83.6% (19試行）， 3拍子系8.7% ( 2試行）， 2拍子系8.7% ( 2 
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表2 リズムパターン創作時において出現した拍子の割合 数字は人数 （%）
拍子 2 拍子系 3 拍子 系 4 拍 子系 そ の 他
テンポ 一 般 経験 一 般 経験 一般 経験 一 般 経験
J =184 1 (7. 7) 0 (0) 1 (7. 7) 1 (10.0) 1 (84.6) 9 (90.0) 0 (0) 0 (0) 
1 (4.3) 2 (8. 7) 20(87.0) 0 (0) 
J =120 1 (7. 7) 1 (10.0) 2 (15 .4) 0 (0) 10(76.9) 9 (90.0) 0 (0) 0 (0) 
2 (8. 7) 2 (8.7) 19伶3.6) 0 (0) 
J =66 0 (0) 2 (20.0) 2 (15.4) 2 (20.0) 1 (84.6) 6 (60.0) 0 (0) 0 (0) 
2 (8. 7) 4 (17.4) 17(73.9) 0 ( 0) 
創テン作ポ自時由 0 (0) 2 (20.0) 1 (7. 7) 1 (10.0) 12(92.3) 6 (60.0) 0 (0) l※（10.0) 
2 (8. 7) 2 (8.7) 18 (78.3) 1 (4.3) 
1ロ込 雪ロiト 2 (3.9) 5 (12.5) 6 (11.5) 4 (10.0) 44(84.6) 30(75.0) 0 (0) 1 (2.5) 




③J M.M. 66; 4拍子系73.0% (17試行）， 3拍子系が17.4%(4試行），2拍子系が8.7% ( 2 
試行）であった。 2拍子系のうち 1試行は6小節で1フレーズになるもので，3拍子系と
の中庸的な性格を持っていた。
④自由創作時（テンポを指定しない場合） ; 4拍子系78.3% (18試行），3拍子系8.7% ( 2 
試行）， 2拍子系8.7% ( 2試行），複合拍子系（4/4+3/4+4/4拍子） 4. 3% ( 1試行）であっ
た。複合拍子系は，テンポを指定した時にはl試行も見られなかった。 2拍子系の1試行
は6小節で1フレー ズになる， 3拍子系との中庸的なJ性格を持っているので J= M.M. 81 
で行われた。
・各拍子の出現が，テンポと関係があるかを見るためカイ 2乗検定を行った。結果は
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①テンポによる傾向
J = M.M. 66に17.4%( 4試行）， J = M.M.184に8.7% ( 2試行），J =M.M.120に8.7% 
( 2試行）自由創作時のリズムパターンに8.7% ( 2試行）みられた。J= M.M.120のう
ち1試行は，テンポを 2倍の遅さ （J = M. M. 60）に取ったものであった。また，もう1
試行は，［右右左右右右］［左左右左左左］と踏む特殊な動作で，テンポを指定した課題の
試行としては唯一のものであった。その他の試行はすべて左右交互に踏む，歩行と同様の











リズムパターンの長さの全体の平均は7.4拍分 （SD 4. 58）であった。
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表4 リズムパターンの長さ （四分音符換算）
J =184 J =120 J =66 自由テンポ 平 均
荷量 群
(SD) 7.1(3.29) 5.7(2.05) 5.0(1. 75) 9.1 (7.30) 6. 7(2.25) 
日＝13
経 験 群
(SD) 8.3(4.29) 7.0(3.71) 5.8 (2 .89) 12.5 (3.83) 8.4(2 .48) 
日＝10
’a，ー・・ー－－ －－ －－ －－ －－－－－－－－－－．ー・ー－－・－－－ ・ーー，，－－－－・．．．．．．．．．． ． －．ー ・ー・・・・.‘4・・－－・ーー・・ー ーー・－－－－－－－－－－－－・－・・・・
t ｛直 0.733 0.944 0.773 1.441 1.696 
全体平均














J =66 J =120 J =184 自由
テンポ
図2 リズムパターンの長さ（四分音符換算）
＊寧 Pく0.01* P<0.05 
表5 リズムパターンの長さの傾向 （%） 
J =184 J =120 J =66 
1拍分 0.0 0.0 0.0 
2拍分 4.3 8.7 4.3 
3拍分 4.3 0.0 4.3 
4拍分 21. 7 34.8 56.5 
5拍分 0.0 0.0 0.0 
6拍分 4.5 8.7 4.3 
7拍分 0.0 0.0 0.0 
8拍分 52.1 43.4 26.0 
12拍分 0.0 4.3 4.3 




テンポ別に見ると J= M. M。184は7.6拍分（ SD 3 . 81), J = M. M. 120は6.3拍分（ SD 2. 97), 
J =M.M.66は5.3拍分 （SD 2. 35）と，長さも分散傾向も速いほど大きい値を示した。また，
自由創作時は10.6拍分 （SD 6. 28）で，最も長かった0
・テンポによってリズムパターンの長さに差があるかを見るため，分散分析を行った。そ
の結果F=13. 68 ( P <O. 01）で有意差が見られた。





























































( MacDougall, 1903）の 「被験者が作り出す音の群の実際的限界値は3秒」という結果を載
せている。リズムパターン創作時に与えたテンポはJ=M.M.184, 120, 66であったが，これ
は3秒を限界値とすると，各9.2拍分， 6拍分， 3.3拍分， 5秒を限界値とすると， 15.3拍分，
10拍分， 5.5拍分となる。つまりテンポが遅くなるにつれ，全体として知覚できるリズムの4












V ま と め
個人に特有な内的リズムが律動的運動とどのように関わっているかを調べるために，リズム
パターン及びフレーズ創作時に見られた拍子を中心に調べた。
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